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研究内容 

 

ミトコンドリアは酸化的リン酸化により通常細胞が行う ATP 産生の 80〜90%を担い、細胞内エネルギー代謝の中

心である。さらに、脂肪酸のβ酸化、クエン酸回路、ステロイドの合成、細胞内の Ca 濃度調節など様々なエネルギ

ー代謝を司っている。近年、ミトコンドリアと免疫細胞の関係は、国内外において注目を集めている。私たちは、これ

までに敗血症(EBiomedine 2017 年)・アレルギー(Cell Reports 2018 年)・乾癬(Frontiers in Immunology 2021 年)・

肝臓病(Diabetologia 2021 年)・貧血(iScience 2020 年)など様々な疾患とミトコンドリアの関係を明らかにしてきた。

しかしながら、実臨床において、ミトコンドリア機能などを適切に検査する技術がないために、ミトコンドリア機能と疾患

の関係の解明が進んでいない現状がある。 

 私たちは、これまで困難であったミトコンドリア機能の解析を実臨床に応用して、その検査法の開発に取り組む。

将来的には、診療科と共同研究することにより、疾患とミトコンドリア機能について解析する。最終的に、ターゲットと

する疾患の創薬開発に取り組む。 
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